
2026年1月 群馬県産業経済部労働政策課
１調査対象と目的

本調査は群馬県に本社または主たる事業所を有する企業・事業所を対象に、リスキリングの取組状況等を把握することを
目的に実施。

２調査期間と回答数

調査期間は2025年9月26日～10月31日、回答数は477社。

３主な調査項目と設問数

調査項目は人材育成の目標・方針の策定状況、社員研修の実施状況、事業・業務におけるデジタル技術の導入状況、
リスキリングの必要性・取組状況などの19問。

４回答企業属性

10人以上30人未満 

105 社 

（22.0 %）

30人以上50人未満

125 社（26.2 %）
50人以上100人未満

118 社（24.7 %）

100人以上300人未満

82 社（17.2 %）

300人以上500人未満

21 社（4.4 %）

500人以上1,000人未満

12 社（2.5 %）
1,000人以上

14 社（2.9 %）

N=477社

回答企業の業種は製造業が28.3％と最も多く、従業員規模は30人以上50人未満の企業が26.2％と最多。
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製造業, 135社, 

28.3%

医療、福祉, 

78社, 

16.4%

卸売業・小売業, 

57社, 11.9%

サービス業（他に分類されないもの）, 

46社, 9.6%

建設業, 41社, 8.6%

宿泊業、飲食サービス業, 25社, 5.2%

学術研究、専門・技術サービス業, 

17社, 3.6%

教育、学習支援業, 16社, 3.4%

運輸業、郵便業, 15社, 3.1%

生活関連サービス業、娯楽業, 10社, 2.1%

金融業、保険業, 9社, 1.9%

複合サービス業, 9社, 1.9%

農業・林業, 8社, 1.7%
不動産業、物品賃借業, 

5社, 1.0%
情報通信業, 4社, 0.8%

電気・ガス・熱供給・水道業, 

2社, 0.4%

N=477社
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リスキリングの取組状況

取り組んでいる

198社

（41.5%）取り組んでいない

229社（48.0%）

わからない

50社（10.5%）

N=477社

「貴社では『企業主体のリスキリング』(※)に取り組んでいますか」
（設問7）の問いに対し、

約４割（41.5%）が 「取り組んでいる」 と回答。
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173（87.4％）

99（50.0％）

94（47.5％)

67（33.8%）

67（33.8%）

65（32.8%）

64（32.3％）

42（21.2％）

41（20.7％）

1（0.5％）

0 50 100 150 200

業務効率化による生産性の向上のため

従業員の担当業務へのモチベーションの向上のため

技術力･研究開発力の向上のため

収益構造の改善のため

従業員定着率の向上のため

従業員のエンゲージメントの向上のため

事業・業務改革のため

従業員採用の円滑化のため

新規事業・新たな事業分野への展開のため

その他

N=198社

※複数回答

※「企業主体のリスキリング」の定義
業務効率化による生産性の向上や新たな事業分野への展開などを目的に、

従業員に対して今後必要となる新たな知識やスキルを習得させること

リスキリングの取組目的
取組目的（設問7-1）としては、 

「業務効率化による生産性向上」が最多。

従業員に取得させたいスキル

119（60.1%）

110（55.6％）

99（50.0％）

60（30.3％）

56（28.3％）

54（27.3%）

54（27.3%）

52（26.3%）

33（16.7％）

23（11.6%)

21（10.6%）

19（9.6％）

16（8.1%）

19（9.6%)

0 20 40 60 80 100 120

リーダーシップ・マネジメント力

コミュニケーション力・営業力

ITリテラシー（ITや情報を適切に扱う知識・…

AI・機械学習

財務・会計・法務等の知識力

情報・ITセキュリティ

データ分析・統計解析

RPA（業務自動化）

マーケティング

プログラミング・システム開発

HPやSNS等のWEB全般スキル

動画編集

語学

その他

N=198社

※複数回答

リスキリングにより従業員に習得させたいスキルは、「リーダーシップ・
マネジメント力」が最多。次いで、「コミュニケーション力」「ITリテラシー」
が多い。
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5 結果概要（抜粋）



リスキリングに取り組んでいない理由

今後の取組予定
今後、リスキリングに取り組む予定については、「現時点では取り組む
予定はない」が最多だが、今後リスキリングに取り組みたいと考える企業
も２割程度存在している。

行政機関に求める支援

120（43.0%）

118（42.3%）

87（31.2％）

58（20.8％）

54（19.4％）

48(17.2%）

47（16.8％)

41（14.7%）

27（9.7%）

24（8.6%）

22（7.9%）

16（5.7%）

0 20 40 60 80 100 120 140

対応する人材がいない・推進体制がない

対応する時間（学習時間）を確保できない

リスキリングの取組手順がわからない

費用（予算）が確保できない

社員が習得すべきスキルがわからない

適切な研修内容やカリキュラムが見つからない

社員のモチベーションや意欲を保つことが難しい

経営層がリスキリングの必要性を感じていない

効果や成果を見込めない

わからない

リスキリングに取り組んだ従業員が離職してしまうおそれがある

その他

N値=279社

※複数回答

設問7の問いに対し、「取り組んでいない／分からない」 とす

る企業が、リスキリングに取り組んでいない理由 としては、

「対応する人材がいない・推進体制がない」

「対応する時間を確保できない」

を選択する企業が多く、次いで、「リスキリングの取組手順がわか
らない」が多かった。

現時点では取り組む

予定はない

126社

（45.2%）

わからない

64社

（22.9%）

2～3年以内に

取り組みたいと

考えている

51社

（18.3%）

1年以内に取り組み

たいと考えている

22社

（7.9%）

今後も取り組む予定はない

16社

（5.7%）

N=279社

「研修実施にかかる費用への補助・助成」が最多となった。

5 結果概要（抜粋）
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379（79.5%）

202（42.3％）

168（35.2%）

146（30.6%）

42（8.8%）

34（7.1%）

25（5.2%）

11（2.3％）

0 50 100 150 200 250 300 350 400

研修実施にかかる費用への補助・助成

研修カリキュラムや教材の提供

専門人材・講師の派遣支援

自社に合った研修内容の設計・相談支援

同業種交流・マッチング支援

異業種交流・マッチング支援

国・自治体・公的機関等からの支援は活用したくない

その他  

N値=477社

※複数回答

研修実施にかかる費用への補助・助成



「人材育成の目標・方針の策定状況」「デジタル技術の導入状況」と「リスキリングの取組状況」の関連性

定めている

236社

（49.5 %）
定めていない

189社

（39.6 %）

わからない

52社

（10.9 %）

N=477社

◆人材育成の目標・方針の策定状況（設問３）

⇒ 約半数の企業が人材育成方針や目標を定めている。

◆業務や事業におけるデジタル技術の導入状況（設問５）

一部の部門において

導入している

205社

（43.0 %）全社的に導入している

136社（28.5 %）

導入していない

96社（20.1 %）

各従業員ごとに導入している

24社（5.0 %）

わからない

16社（3.4 %）

N=477社

⇒ 「一部の部門において」「全社的に」を含め、約7割の企業
が自社の業務や事業においてデジタル技術を導入している。

人材育成方針×リスキリングの取組状況

63.1%

17.5%

30.8%

30.5%

76.2%

25.0%

6.4%

6.3%

44.2%

人
材
育
成
方
針

定めている

定めていない

わからない

リスキリングの取組状況

取り組んでいる

取り組んでいない

わからない

人材育成の目標・方針を定めている企業のうち、6割強（63.1%）の企業
は実際にリスキリングに取り組んでいる。

N＝477社
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リスキリングの取組状況

67.6%

37.6%

33.3%

20.8%

6.3%

25.7%

52.2%

54.2%

69.8%

43.8%

6.6%

10.2%

12.5%

9.4%

50.0%

全社的に導入している

一部の部門において導入している

各従業員ごとに導入している

導入していない

わからない

N＝477社

取り組んでいる

取り組んでいない

わからない

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
業
況

デジタル技術の導入状況×リスキリングの取組状況

全社的に導入している
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全社的にデジタル技術を導入している企業ほど、実際にリスキリングに取り組ん
でいる。

リスキリングの取組状況

5 結果概要（抜粋）
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